
 

 

 

瑞浪市議会 総務民生文教委員会 

行政視察報告書 

 

兵庫県加西市議場 

 

期 間 ：  令和 5 年 11 月 8 日( 水) ～ 11 月 9 日( 木)  

視察地 ：  兵庫県加西市・ 丹波市 

 



 

 

視 察 日 令和 5 年 11 月 8 日 ( 水)  ～ 11 月 9 日 ( 木)  

視察人数 

委 員 長  三輪田 幸泰 

副委員長  渡邉 康弘 

委  員  榛葉 利広   福永 泰子  奥村 一仁 

      大久保 京子  加藤 輔之  棚町  潤 

随 行 者  議会事務局 吉田 敏明 

視察日時 

及び場所 

11 月 8 日( 水)   

14： 00～15： 30 

【 兵庫県加西市】  加西市役所 

◎ 子育て支援の取り 組みについて 

11 月 9 日( 木）  

 

11： 00～11： 50 

13： 00～14： 50 

 

【 兵庫県丹波市】  丹波市役所 山南支所 

          丹波竜化石工房「 ちーたんの館」  

◎ 複数学年複数担任制について 

◎ 丹波市の教育資源を活用し た教育について 

 （ 丹波竜化石工房「 ちーたんの館」 施設見学）  

視察行程 

【 11 月 8 日( 水) 】  

   8： 30  瑞浪駅 集合 

   8： 49  瑞浪駅 発 

        ↓ （ Ｊ Ｒ 中央本線）  

        ↓ （ 東海道・ 山陽新幹線）  

        ↓ （ Ｊ Ｒ 神戸線）  

        ↓ （ Ｊ Ｒ 加古川線）  

        ↓ （ 北条鉄道）  

  12： 32  北条町駅 着 

        ↓ （ 徒歩）  

  12： 40～  

13： 30  

        ↓ （ 加西市公用車）  

  13： 50  加西市役所 着 

  14： 00～  

   15： 30  

  15： 40  加西市役所 発 

        ↓ （ 加西市公用車）  

  16： 00  ホテル（ 加西市内） 着 

        ↓ （ 徒歩）  

  18： 00  夕食（ 加西市内）   

昼食（ 加西市内）  

【 視察】 加西市役所 

①子育て支援の取り 組みについて  
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視察行程 

【 11 月 9 日( 木) 】  

   9： 00  ホテル 発 

        ↓ （ タ ク シー）  

   9： 40  社町駅 着 

   9： 57  社町駅 発 

        ↓ （ Ｊ Ｒ 加古川線）  

  10： 36  久下村駅 着 

        ↓ （ 徒歩）  

  10： 50  丹波市役所山南支所 着 

11： 00～  

   11： 50  

        ↓ （ 敷地内移動）  

12： 00～  

12： 50  

        ↓ （ 敷地内移動）  

  13： 00～  

   14： 50  

  

14： 50  丹波市役所山南支所 発 

        ↓ （ 丹波市公用車）  

  15： 16  谷川駅 発 

        ↓ （ Ｊ Ｒ 福知山線）  

        ↓ （ 東海道・ 山陽新幹線）  

        ↓ （ Ｊ Ｒ 中央本線）  

  18： 40  瑞浪駅 着 

  18： 45  瑞浪駅 解散 

  

昼食（ 丹波市山南住民センタ ー内）  

【 視察】 丹波市役所山南支所 

①複数学年複数担任制について 

②丹波市の教育資源を活用し た教育について 

【 視察】 丹波竜化石工房「 ちーたんの館」  

①丹波竜化石工房「 ちーたんの館」 について  
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視察内容 

【 兵庫県加西市】  

◎ 子育て支援の取り 組みについて 

加西市では、 子育て支援の一環と

し て、加西市内居住者を対象に「 5 つ

の無料化」（ ①保育料の無料化、②給

食費の無料化、 ③医療費の無料化、

④オムツ 等の無料化、 ⑤病児・ 病後

児保育の無料化）に取り 組んでいる 。 

保育料については、 認定こ ど も 園

や保育所など において、0 歳児から 5

歳児ま でを 対象に無料と し ている 。

認定外保育施設においても 、 0 歳児

から 2 歳児ま では 42, 000 円を上限

に、 3 歳児から 5 歳児は 37, 000 円を上限に補助し ている 。  

給食費については、 こ ども 園や保育所において 3 歳児から 5 歳児ま での給食費を、

市内小中学校及び特別支援学校に通う 児童・ 生徒の給食費を無料と し ている 。 なお、

市外のこ ど も 園や保育所についても 無料、 市外の義務教育施設についても 補助金を交

付し ている 。  

医療費については、 18 歳に達し た年度末（ 3 月

31 日） ま での方を対象に無料と し ていま す。オム

ツ 等については、 コ ープこ う べと 提携し て、 生後

3 か月から 満 1 歳になる 月ま で子供を持つ家庭を

対象に毎月１ 回、 子育て用品（ 3, 000 円相当） を

配達し ている 。 なお、 子育て経験のある 方が配達

し ており 、 子育ての相談や情報提供も 行っ てい

る 。  

病児・ 病後児保育については、 市内の小児科ク リ ニッ ク（ さ かいこ ど も ク リ ニッ ク ）

と 提携し 、 子供が病気で学校やこ ども 園など に通えず、 保護者が看護でき ない場合に

ク リ ニッ ク 併設の保育室で一時的に預かり 、 その費用を無料と し ている 。   

なお、こ の無料化に係る 財源については、 ふる さ と 納税（ R4 受入額が 63 億 6, 075 万

円（ 兵庫県 1 位）） を充当し ている 。  

委 員 の 

主な意見 

・ 子育て支援（ 子育て応援 5 つの無料化） について、 本市においても 事業化でき る も の

は提案し ていき たい。  

・ 病児病後児保育の無料化について、 民間のク リ ニッ ク 併設の保育室で一時預かり を実

施し ている こ と は、 小さ い子ど も の育児をし ながら 働いている 親に対し て効果的な事

業である 。  

・ ５ つの無料化の財源は多額のふる さ と 納税を充当し ている が、 大半がこ の地域で発展

し ている 地場産業で製造さ れた物をふる さ と 納税の返礼品と し ている 。 本市でも 陶磁

器など 地場産品をＰ Ｒ し ながら 、 ふる さ と 納税額をアッ プさ せる 必要性を感じ た。  

委 員 長 

所  感 

５ つの無料化の中には本市でも 実施し てさ れていないよ う な先進的な事業を学習す

る こ と ができ た。 特に、 オムツ の無料化事業については、「 コ ープこ う べ」 の協力を受

けて実施し ていたが、 本市内でも 「 コ ープぎふ」 が営業さ れている ので、 本市だけで

はなく 近隣市と 連携し て取り 組むこ と ができ ないか検討し ていき たい。  
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視察内容 

【 兵庫県丹波市】  

◎ 複数学年複数担任制について 

丹波市立中央小学校では、 4・ 5・ 6 年生

の学年（ 現在は 5・ 6 年生） において、 子

ど も の自立力アッ プや教師の授業力・ 元

気力アッ プを 目的に、 学級担任制を 廃止

し て教科担任制と 複数担任制を併せ持つ

新し い担任シス テム（ 複数学年複数担任

制） を導入し ている 。  

こ の制度のメ リ ッ ト と し て、 多く の教

師と 関わる こ と を 楽し み、 自分で考えて

行動する 児童が増えたこ と や、 教師につ

いても 、 教科指導の専門性が高ま る 、 チームで対応する こ と によ り 責任が分散し ス ト

レ ス 軽減につながる 、「 自分の学級」 と いう 意

識が少なく なり 年休取得や残業減少につなが

る など の成果がある 。  

その反面、1 人の教師に見ても ら いたい児童

にと っ ては不満がある 、 児童の一日の中での

変化に気がつき にく い、 児童についての情報

共有（ 不登校・ いじ め対応・ 生徒指導案件など ）

や時間割編成など に時間がかかる など のデメ

リ ッ ト も あり 、 今後の検討課題と し ている 。  

委 員 の 

主な意見 

・ 複数学年複数担任制は、教師の働き 方改革や児童の教育に対し て非常に大き な効果が

期待でき る 制度であり 、 本市においても 今後予想さ れる 複式学級において可能なも の

は取り 入れる こ と を提案し ていき たい。  

・ 複数学年複数担任制のデメ リ ッ ト と し ては、複数の教師がたく さ んの児童を受け持つ

こ と によ り 責任が分散さ れ、 児童一人ひと り に目が行き 届かない場合がある ため、 こ

の制度を取り 入れる 前に保護者へ十分な説明が必要と なる 。  

委 員 長 

所  感 

こ の制度のメ リ ッ ト の中で、 特に教師について、 チーム対応に伴う ス ト レ ス 軽減や

年休取得や残業減少につながる などの成果がある と のこ と である 。 教師の働き 方改革

を進めていく 上で、 本市においても ど のよ う に取り 入れていく のかを検討する 必要が

ある 。  
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視察内容 

◎ 丹波市の教育資源を活用し た教育及び丹波竜化石工房「 ちーたんの館」 について 

恐竜（ 通称 丹波竜） の化石が平成 18 年

に丹波市内の河川敷で発見さ れたこ と を

契機に、 平成 19 年、 丹波市は「 恐竜を活

かし たま ちづく り 課」（ 現在の恐竜課） を

発足し 、地域の活性化に結びつける ま ちづ

く り を目的と し た「 丹波竜の里計画」 の策

定、化石のク リ ーニング作業や発掘状況の

情報展示など を 行う 体験型学習施設と し

て「 丹波竜化石工房」（ 平成 22 年に「 ちー

たんの館」 と し てリ ニュ ーアルオープン）

を設置し た。  

恐竜課においては、 丹波竜化石を地域資源と し て愛着を持っていただく ため、 平成

21 年にマス コ ッ ト キャ ラ ク タ ー「 丹波竜のちーたん」 を誕生さ せて、地域のイ ベント

等で丹波市や丹波竜をＰ Ｒ する と と も に、丹波竜化石を題材と し たセミ ナーやワ ーク

ショ ッ プを毎月 1～2 回実施し ている 。  

ま た、 学校教育課においては、 恐竜課と

連携し て 化石工房等を 活用し た 校外学習

を市内小学校全校（ 6 学年） で実施、 丹波

市の自然・ 歴史・ 文化・ 産業・ 人物などの

教育資源を 活用し て 豊かな 心やふる さ と

への愛着・ 誇り を 養う 「 た んばふる さ と

学」、 全国の恐竜化石発見市町村と の自治

体ネッ ト ワ ーク を 通じ て その自治体の小

学生と 交流し な がら 恐竜を 題材と し た 学

習を行う 「 竜学」 を実施する など 、 教育資

源を活用し た様々な教育を推進し ている 。 その成果と し て、 小学生は地域の良さ を実

感する と と も に人間性や社会性など を養っている 。  

委 員 の 

主な意見 

・ 丹波竜を核と し て「 地域おこ し 」 を推進し 、 ふる さ と への愛着と 誇り を育み、 未来

の丹波を担う 人を育てる ため、「 たんばふる さ と 学」 と し て取り 組んでいる が、 こ の

よ う に地域を取り 込んだ「 地域教育力」 の向上を進めている 事例は、 本市のコ ミ ュ ニ

ティ ・ ス ク ールの中にも 取り 入れていく こ と が必要と 考える 。  

・ 丹波市の子ど も たちを 恐竜に関係する 自治体に派遣する 「 竜学」 は、 子ども たちの

意見交流の場だけでなく 、恐竜に関連する 地域をつなぐ 事業にも なっており 、同じ 化

石の産地である 本市においても こ のよ う な交流事業を提案し ていき たい。  

委 員 長 

所  感 

恐竜課では、 丹波竜を中心と し た様々な恐竜化石の展示、 丹波竜についての体験学

習や情報発信を実施し ている だけでなく 、様々な催し 物やご当地の物販等の販売も 展

開し ていた。  

本市も 、 デス モス チルス やパレ オパラ ド キシアなど 哺乳類の化石が発見さ れてお

り 、こ のよ う な学術的価値の高い化石を観光資源と し て関係各所と 連携し ながら 物販

の販売やマス コ ッ ト キャ ラ ク タ ー（ デス モく んなど ） の活用を展開でき ればと 考えて

いる 。  
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兵庫県加西市 視察資料 

 

 

( １ )  子育て支援の取り 組みについて 
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2023/11/8

1

加西市の
子育て支援の取組み

加西市政策部 政策課

スライド目次

1

0 1 加西市の概要
●市の紹介
●人口推移
●出生数と 合計特殊出生率

0 2  ラ イ フス テージに応じ た子育て支援事業
●結婚支援～妊娠・ 出産支援～子育て支援
●「 子育て応援５ つの無料化」
●市の子育て関係施設
●子育て支援に係る 主な成果
●プロ モーショ ン 戦略

0 3 定住化に向けた各種取組み・ 今後の課題
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加西市の紹介

●沿革
・ 昭和4 2 年４ 月: ３ 町（ 北条町・ 加西町・ 泉町） が合併し 「 加西市」 が誕生

兵庫県下2 1 番目の市と し て発足

・ 昭和6 1 年: 人口が5 3 ,0 0 0 人を 超える 。 （ 市制発足以来最多）

・ 平成2 7 年: 市制5 0 周年

●面積: 1 5 0 .2 2 ㎢

●人口: 4 1 ,9 8 7 人（ 令和５ 年1 0 月3 1 日）

●世帯数: 1 8 ,5 0 5 世帯（ 令和５ 年1 0 月3 1 日）

●特色
・ 内閣府「 S DGs未来都市」 に選定【 令和４ 年度】

・ 環境省「 脱炭素先行地域」 に選定【 令和４ 年度】

・ 「 気球の飛ぶま ち加西条例」 の制定【 平成2 8 年度】

・ 「 も のづく り 」 のま ち（ 市内総生産の5 2 .2 ％が製造業）

・ ふる さ と 納税全国1 3 位（ 令和４ 年度実績／6 ,3 6 1 百万円） ※兵庫県内１ 位

三洋電機発祥の地でも あり 、
全国的に有名な電化製品等が
製造さ れていま す。

2

加西市の紹介

■気球（ 市内上空）
例年1 1 月下旬から５ 月上旬の早朝に、
加西市の空を気球が飛びます。

■北条鉄道
加西市の北条町から小野市の粟生駅までの
1 3 .6 km を結ぶ鉄道。（ 所要時間2 2 分）
※昭和6 0 年に第３ セクターとして開業

■アスも
屋内型の子ども遊戯施設（ 保育士も常駐） と子どもを預けな
がら働くことができるワーキングスペース等を備えた複合型施設

3
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加西市の総人口の推移と国の将来推計

加西市では、 慢性的な人口減少が続いており 、 1 9 8 6 年の5 3 ,0 5 6 人をピーク と し て人口の減少が続いていま す。 2 0 1 8 年には、
2 5 年ぶり に転入超過には転じ ま し たが、 図表のと おり 、 将来にわたり 、 年少人口（ ０ －1 4 歳） と 生産年齢人口（ 1 5 －6 4 歳） がと
も に減少する 一方、 老年人口（ 6 5 歳以上） は増加し ていき 、 少子高齢化が進んでいく こ と が予想さ れていま す。 4

出生数と合計特殊出生率の現状

■加西市の出生数

H2 7 年度 H2 8 年度 H2 9 年度 H3 0 年度 R元年度 R２ 年度 R3 年度 R4 年度

出生者数 2 7 0 3 0 2 2 5 3 2 5 0 2 4 0 1 9 0 1 7 4 1 9 7

■合計特殊出生率の推移

H2 7 年 H2 8 年 H2 9 年 H3 0 年 R元年 R２ 年 R3 年 R4 年

加西市 1 .3 5 1 .3 9 1 .2 9 1 .2 8 1 .2 8 1 .1 7 0 .9 1 1 .1 1

国 1 .4 5 1 .4 4 1 .4 3 1 .4 2 1 .3 6 1 .3 4 1 .3 0 1 .2 6

兵庫県 1 .4 8 1 .4 9 1 .4 7 1 .4 4 1 .4 1 1 .4 0 1 .3 6 1 .3 1

5
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人口減少のイメージ

人 口 減 少

生活関連サービス （ 小
売・ 飲食・ 娯楽・ 医療
機関等） の縮小

税収減等によ る
行政サービス の
低下や社会イ ン
フ ラ 老朽化

地域公共交通
の撤退・ 縮小

空き 家・ 空き
店舗・ 工場跡
地・ 耕作放棄

地の増加

自治組織の担い手
不足（ 自治会・ 消
防団・ 地域の祭り
等）

学校の
統廃合

就業機会（ 雇
用） や労働力

の減少

地域コ ミ ュ ニティ の
機能低下

さ ら な る 人 口 減 少

生活利便性の低下 地域の魅力の低下

出典: 国土交通省

6

ライフステージに応じた子育て支援事業

結 婚
結婚機会の増加、 新婚世帯への経済的支援等

妊娠・ 出産
妊娠や出産に係る 費用、 産前・ 産後サポート 支援等

子育て
幼児教育・ 保育に係る 費用負担の軽減等

7
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結婚支援

番
号

事業名 事業概要
R５ 年度

予算
（ 千円）

１
加西市出逢いサポート センタ ー
事業
【 H2 9 年度～】

「 晩婚化・ 未婚化の進行」 に対する 取り 組みと し て、 社会全体で結婚を応
援し 、 男女の新たな出会いを支援する 取組みをH2 9 年度から 実施。
※登録料無料
※R4 年度末相談登録者数1 4 2 名、 サポータ ー数: 1 1 名

9 ,0 0 0

２
加西市結婚新生活支援事業
【 R３ 年度～】

結婚に伴う 経済的負担を軽減する ため、 新婚世帯に対し て、 新居の敷金・
礼金や引越費用、 住宅のリ フォ ーム費用の一部を補助。
※上限3 0 万円（ 夫婦の双方の年齢が2 9 歳以下の場合は、 6 0 万円）
※R4 年度実績 1 9 件（ 3 ,6 0 3 千円）
※国の「 地方少子化対策重点推進交付金」 を活用

8 ,0 0 0

３
加西市新婚世帯向け家賃補助制度
【 H1 9 年度～】

新婚世帯の市内への定住を促進する ため、 市内の民間賃貸住宅に居住する
新婚世帯等に対し て家賃の一部を補助。
※1 2 ,0 0 0 円／月（ 最長 ３ 年間）
※条件: 婚姻届出日よ り ３ 年以内の申請、 夫婦の合計年齢8 0 歳未満
※R4 年度実績（ 新規認定）

4 7 件（ 3 ,4 5 6 千円） →市外転入: 1 8 件、 市内転居: 2 9 件

1 2 ,0 0 0

４
加西市若者定住促進住宅補助制度
（ マイ ホーム取得費用の補助）
【 H2 2 年度～】

市内に住宅を新築ま たは購入し 居住する 若者世帯や子育て世帯に対し 補助
金を交付。
※上限5 0 万円（ 借入額の５ ％）
※申請者と 配偶者の合計年齢が8 0 歳以下
※R4 年度実績

7 3 件（ 3 3 ,7 2 3 千円） →市外転入・ 同居近居: 6 1 件、 左記以外: 1 2 件

3 4 ,0 0 0

8

妊娠・出産支援

番
号

事業名 事業概要
R5 年度

予算（ 千円）

１
妊娠・ 出産包括支援事業
（ 産前産後＆産後ケア）
【 H2 8 年度～】

妊娠期から 子育て期の育児に関する 悩み等に対応する ため、 専門的
な立場から 切れ目のない相談を実施。 ま た助産師、 保健師等の訪問
や医療機関等における 宿泊型支援を実施。
※産後ケア 日帰り 1 ,5 0 0 円、 宿泊2 ,5 0 0 円、 訪問5 0 0 円

1 ,5 0 0

２
かさ いすく すく 子育て定期便
【 R4 年度～】

毎月１ 回、 子育て経験のある 配達員が子育て用品（ 3 ,0 0 0 円相当）
をお届けし 、 子育て相談や情報提供をする 。
※生後3 ヶ 月～満１ 歳ま で

2 0 ,5 5 0

３

●出産祝い金（ 市独自）
●出産・ 子育て応援給付金

（ 国支援）
【 R4 年度～】

【 出産祝い金（ 市独自） 】
→出生のお祝いと し て５ 万円を支給

※R4 年度実績 2 0 3 件（ 1 0 ,1 5 0 千円）
【 出産・ 子育て応援給付金（ 国）
→妊娠に５ 万円（ 母子手帳交付時） ＋出生時に５ 万円。

※R4 年度実績 4 6 2 件（ 2 3 ,1 0 0 千円）

3 1 ,7 5 0
※市独自: 1 0 ,0 0 0

※国: 2 1 ,7 5 0

４
特定不妊治療費助成
【 H2 3 年度～R5 年度】

体外受精およ び顕微授精（ 特定不妊治療） を受けら れる 夫婦に対し 、
経済的な負担の軽減を図る ため、 特定不妊治療費助成事業を実施。
男性不妊治療に対し ても 、 助成あり 。 （ 県事業） ※上限５ 万円
※R4 年度実績 3 7 件（ 1 ,6 4 6 千円）

2 ,4 0 0

５
ごみ袋の無料配布
【 H2 2 年度～】

３ 歳未満の乳幼児のいる 世帯に対し 、 家庭ごみ有料指定袋（ 4 5 ℓ
袋） を年間5 0 枚（ 最大1 5 0 枚） を支給
※0 歳児: 1 5 0 枚、 1 歳児: 1 0 0 枚、 2 歳児: 5 0 枚
※R4 年度実績 7 8 ,5 0 0 枚（ 1 ,0 8 3 千円）

1 ,1 4 0

６
市内バス の無料化
【 H2 8 年度～】

子育て世代を中心に市内のバス 代を無料化
（ 対象: 中学生以下の子ども 、 妊婦、 乳幼児同伴の保護者）

2 ,1 0 5
（ 実績ベース ）

9
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子育て支援（ 子育て応援５ つの無料化）

すべて
所得制限

なし

10

コ ープこ う べの「 宅配ネッ ト ワ ーク 」 と 「 地域の見守り 」 の経験を 生かし 、 生後３ ヶ 月
～満１ 歳になる 月ま でのお子さ ま を 持つご 家庭を 対象に、 毎月1 回、 子育て経験のある

配達員等が子育て用品を お届けし 、 子育ての相談や情報提供を する 子育て支援

サービ ス です。

【 サービ ス 開始日】 令和４ 年1 0 月～

【 対象者】 令和４ 年４ 月１ 日以降に生ま れた乳幼児を 養育し ている 世帯
対象世帯: 8 1 世帯（ 令和４ 年９ 月現在）

【 配達期間】 生後３ ヶ 月～満１ 歳の誕生月ま で（ 最大1 0 回配達／毎月配達）

【 内 容】 ( 1 ) オムツ 等（ おし り ふき 、 ミ ルク 等） の支給（ カタ ロ グから 選択）
※3 ,0 0 0 円相当

( 2 ) 対象乳児の養育状況の把握及び相談
( 3 ) 子育てに関する 情報の提供

【 利用料金】 無料（ 商品代や配送手数料等 不要）

【 R 4 年度実績】 利用者1 9 9 人（ 1 1 ,8 4 9 千円）

オムツ等の無料化【かさ いすく すく 子育て定期便】

11
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12

オムツ等の無料化【かさ いすく すく 子育て定期便】

病児病後児保育の無料化

加西市では、 子育て真っ 最中のお父さ ん・ お母さ んが安心し て働く こ と ができ る 充実し
た子育て環境に努めていま す。
「 病児病後児保育」 は、 就労し ている 保護者の代わり に病気のお子さ んを 一時的にお預
かり する 事業です。

【 対象児童】 病気療養中・ 病気回復期の生後６ ヶ 月～小学校６ 年生ま で

【 開設日時】 月曜日～金曜日 8 :4 5 ～1 8 :0 0
※ 土曜日 8 :4 5 ～1 2 :0 0
※ 日、 祝、 年末年始、 お盆、 医院の臨時休診日は休業

【 利用方法】 ・ 前日ま でに電話予約
・ 当日の朝でも 空き があれば受け入れ可

【 実施施設】 さ かいこ ど も ク リ ニッ ク 内「 ひま わり 」

【 利用料金】 加西市民 無料
加西市民以外 2 ,0 0 0 円／日（ 月曜日～金曜日） 、 1 ,0 0 0 円／日（ 土曜日）

【 R 4 年度実績】 利用者2 6 2 人（ 1 7 ,3 1 6 千円）

【 職員体制】 看護師２ 名、 保育士５ 名 13
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「子育て応援５ つの無料化」に係る取組み経過

年 月 取組み内容

H2 4 年 ７ 月 ●中学３ 年生ま での医療費の無料化

H2 8 年 ４ 月 ●4 ～５ 歳の保育料を 無料化

R 元年 1 0 月
●３ 歳～５ 歳の給食の副食費を無料化（ 主食費は除く ）
※３ 歳～５ 歳の保育料を無料化【 国の施策】

R ２ 年 ７ 月 ●医療費の無料化に係る 所得制限を 撤廃

Ｒ ３ 年 ７ 月 ●医療費の無料化を 高校３ 年生ま で拡大

Ｒ ４ 年

４ 月
●「 病児病後児保育」 の無料化（ 市内在住者のみ）
●小中学校の給食費の無料化

1 0 月
●「 かさ いすく すく 子育て定期便（ オムツ 等の無料化） 」 開始
●「 子育て応援５ つの無料化」 に関する w eb プロ モーショ ン開始
●０ 歳～２ 歳の保育料を無料化（ 給食費は保育料に含ま れる 。 ）

Ｒ ５ 年 １ 月 ●３ 歳～５ 歳の給食費無料化（ 主食費＋副食費）

子
育
て
支
援
の
更
な
る
強
化

14

子育て応援５ つの無料化に関する予算【令和５ 年度】

番号 事業名
R5 年度

予算
予算の

主な内容
財源

１
保育所・ 認定こ ども 園の

保育料の無料化
＜０ ～２ 歳児の保育料＞

1 億円

・ 私立こ ども 園等への補助金 １ 億円
（ 保育料軽減事業補助金）
※０ ～２ 歳 給食費含む
→対象者: 約4 5 0 人

・ 市負担額
1 億円

２
全保育・ 学校施設の

給食の無料化
＜すべての給食費＞

2 億4 ,9 7 3 万円

・ 公立分 給食材料費 4 ,3 0 0 万円
・ 私立分 給食費補助金 3 ,5 7 3 万円

→対象者: 9 0 0 人
・ 学校給食材料費等 1 億7 ,1 0 0 万円

→対象者: 2 ,8 7 3 人

・ 市負担額
2 憶3 ,2 7 3 万円

・ 負担金 1 ,7 0 0 万円
（ 職員給食費徴収額）

３
乳幼児・ こ ども の

医療費の無料化
＜高校３ 年生まで対象＞

1 億8 ,6 5 0 万円

・ 乳幼児等医療助成費 9 ,7 5 0 万円
→対象者: 2 ,4 0 9 人

・ こ ども 医療費助成費 8 ,9 0 0 万円
→対象者: 2 ,9 4 2 人

・ 市負担額
1 億5 ,0 8 9 万円

・ 県補助: 3 ,5 6 1 万円
乳児 2 ,4 8 9 万円
こ ども 1 ,0 7 2 万円

４
乳幼児を養育する 世帯に

オムツ 等の無料化
＜生後３ ヶ 月～満１ 歳ま で＞

2 ,0 5 4 万円
・ 事業運営管理費 1 ,3 9 3 万円
・ 配達品 6 6 1 万円

→対象者: 約2 0 0 人

・ 市負担額 2 ,0 2 0 万円
・ 国支出金 3 4 万円

５ 病児病後児保育の無料化
＜看護でき ない場合の一時預かり ＞

8 0 万円
・ 運営費の一部補助金 8 0 万円

→対象者: 4 0 0 人
・ 市負担額 8 0 万円

－ 合計 5 億5 ,7 5 7 万円
・ 市負担額

5 億0 ,4 6 2 万円
・ 国・ 県等 5 ,2 9 5 万円

15
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出生～高校卒業までの経済的支援

約2 5 0
万円

（ 一人あたり ）

16

１ 保育料の無料化

4 1 万円／年×３ 年（ ０ ～２ 歳） = 1 2 3 万円

２ 給食費の無料化
・ 副食費: ５ 万円／年×３ 年（ ３ ～５ 歳） ＝1 5 万円
・ 主食費: ２ 万円／年×３ 年（ ３ ～５ 歳） ＝ ６ 万円
・ 給食費: ５ 万円／年×９ 年（ 義務教育期間） ＝4 5 万円

→合計: 6 6 万円

３ 医療費の無料化

３ 万円／年×1 8 年（ 高校ま で） ＝5 4 万円

４ オムツ 等の無料化

3 ,0 0 0 円×1 0 ヵ 月（ 生後３ ヶ 月～満１ 歳） ＝３ 万円

５ 病児病後児保育の無料化

0 .2 5 万円

加西市の子育て関係施設

病児病後児保育
（ さ かいこ ど も ク リ ニッ ク 内）

加西こ ど も 園

子育て広場（ ぜんぼう キッ ズ）

認定こ ど も 園（ 公立４ ・ 私立６ ・ 公私連携１ ） １ １ 園

小規模保育所（ 私立４ ） ４ 園

子育て広場 ３ 施設

病児病後児保育 １ 施設

屋内遊戯型施設＆テレ ワ ーク センタ ー
「 アス も 」

１ 施設

市立小学校 １ １ 校

市立中学校 ４ 校

特別支援学校 １ 校

小規模保育所（ サン ラ イ ズ保育園） 17
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屋内遊戯型施設＆テレワークセンター「アスも」

施設設置の背景

( 1 ) 市の女性就業率 6 4 ％（ H2 2 年） →6 6 ％（ H2 7 年）
( 2 )  新型コ ロ ナによ る 働き 方の変化
( 3 )  子育てし ながら 継続し て多様な働き 方を 可能と する 環境整備を 整え、 子育て世代の

転出抑制に歯止めを !

施設設置時期

●令和４ 年３ 月設置
●地方創生拠点整備交付金（ 内閣府） を 活用

( 1 ) 子育て世代が子ど も を 預けながら 働く こ と ができ る ワ ーキングス ペース の設置
( 2 ) リ モート ワ ーク ができ る 個室ブース やW EB会議ができ る 会議室の設置
( 3 ) 雨天時でも 、 子ど も と 大人が一緒に遊び交流でき る エリ アの設置（ 屋内遊戯型施設）
( 4 ) 子ど も の一時預かり ス ペース の設置（ 保育士も 常駐）

主な施設の機能（ 特徴）

R5 年7 月には、

来場者５ 万人を達成

18

玩具メ ーカー「 ボーネルンド 」
によ る プロ デュ ース

屋内遊戯型施設＆テレワークセンター「アスも」【遊びのエリア】

19
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屋内遊戯型施設＆テレワークセンター「アスも」【ワーキングエリア】

20

屋内遊戯型施設＆テレワークセンター「アスも」【利用料】

遊戯施設

●当日券
親子１ 組5 0 0 円／時間
１ 名追加ごと に5 0 0 円

●年間パス ポート （ ２ 名の場合）
【 全日（ 平日＋土日祝】
・ 加西市内: 4 ,4 0 0 円、 加西市外: 5 ,5 0 0 円
【 平日のみ】
・ 加西市内: 3 ,3 0 0 円、 加西市外: 4 ,4 0 0 円

テレ ワ ーク
ス ペース

●区画ブース 4 0 0 円／時間
●個室ブース 5 0 0 円／時間
●小会議室 4 0 0 円／時間／室
●大会議室 5 0 0 円／時間／室
●年間・ 月間パス ポート 有り

※「 一時預かり 保育」 8 0 0 円／時間
21
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子育て支援に係る主な成果

「 子育て応援５ つの無料化」 のプロ モーショ ンによ り 加西市の認知度が向上

世帯数 割合 人数 割合

５ つの無料化が転入の決め手・ き っ かけ 3 3 1 2 ％ 6 9 2 3 ％

５ つの無料化は関係なかった 2 3 2 8 8 ％ 2 3 3 7 7 ％

R4 .1 0 ～R 5 .3 の転入アンケート 結果（ 転入世帯数2 6 5 世帯: 3 0 2 人）

※R 4 .1 0 よ り 子育て応援プロ モーショ ン を 開始

世帯数 割合 人数 割合

５ つの無料化を知っていた 6 8 2 6 ％ 1 2 0 4 0 ％

５ つの無料化を知ら なかった 1 9 7 7 4 ％ 1 8 2 6 6 ％

転入世帯数補足
１ 人世帯= 2 6 2 世帯の内1 2 0 世帯

22

・ 引っ越し する 際に、 近隣と 比較し たら 加西市の子育て支援
が手厚かったので加西市に決めた。

・ 他市町に住む友人から 「 羨ま し い」 と 言われま す。 …等

「子育て応援５ つの無料化」のプロモーション戦略概要Ⅰ

市内向け
●チラ シ（ 6 0 0 0 部） ・ パン フ レ ッ ト （ 3 0 0 0 部） を 作成

姫路市や加古川市のハウ ジン グセン タ ー等でも 配布

市外向け

●W EB広告を 配信し 、 制作し た特設HPへのアク セス を 誘導

HPから PDFパン フ レ ッ ト 又はI n s ta g ra m へ移行

●W EB広告の強み
①配信エリ アの設定、 ②配信タ ーゲッ ト の限定、 ③配信結果の数値化

●w e b 広告の配信内容
・ 年齢層: 2 0 代～3 0 代
・ 性 別: 男女
・ 配信エリ ア: 兵庫県・ 大阪府（ 北部）
・ 配信期間: 1 0 月～1 月

認知拡大

認知拡大

●広告表示回数: 6 ,8 3 8 ,1 6 5 回

●特設HPの閲覧数: 3 9 ,6 6 7 回

●1 ,1 7 8 人が規定成果に到達

【 規定成果】
①I n s ta g ra m フ ォ ロ ワ ー数: 1 ,1 1 6
②特設HPから

・ I n s ta g ra m への移行数: 1 4 2
・ PDFパン フ レ ッ ト への移行数: 9 5

③PDFパン フ レ ッ ト のDL数: 3 6 5
23
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W EB広告バナー1 W EB広告バナー2 W EB広告バナー3

W EB広告

特設HPPDFパンフレット

I n s ta g ram

イメージ

「子育て応援５ つの無料化」のプロモーション戦略概要Ⅱ

24

定住化に向けたその他施策Ⅰ

概 要
奨学金を 受けて大学等に進学し 、 卒業後にUタ ーンし て加西市に住ま れる 方や就職
等で加西市に移り 住ま れる 方が返還さ れている 奨学金の一部を 補助する 制度

対象者
・ 返還期間が９ 年以上で奨学金の返還を 行っている 方
・ 前年の所得金額3 0 0 万円未満の方
・ 補助申請する 前年度よ り 加西市に住民登録があり 、 居住さ れている 方

補助金額 前年度中に返還し た奨学金の1 /3 （ 上限1 0 万円）

加西市UJIタ ーン 促進補助金（ H24年度～）

加西市大学生等遠距離通学
定期券助成制度（ R元年度～）

概 要 加西市在住で大学等に遠距離通学する 方に通学定期券購入費の一部を 助成する 制度

対象者
・ 公共交通機関を 利用し て大学等（ 高専、 専門学校含む） に遠距離通学する 方

→北播磨、 東播磨、 中播磨地域以外の通学が対象
・ 年齢が申請日現在において満1 8 以上

補助金額
・ 北条鉄道を 利用する 場合: 北条鉄道区間: 2 /3 、 それ以外は1 /2 （ 月額上限1 万円）

・ 北条鉄道を 利用し ない場合: 定期券購入金額の1 /3 （ 月額上限1 万円）

【 令和４ 年度実績】
補助対象者: 1 6 4 名、 補助額: 8 ,7 9 8 千円

【 令和４ 年度実績】
補助対象者: 1 4 5 名、 補助額: 9 ,6 2 3 千円

25
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定住化に向けたその他施策Ⅱ（ 住宅施策）

住宅建築のための宅地供給促進補助制度（ H26年度～）

概 要
土地の利活用を 促進する ため、 住宅建築等をする 方に市街化区域内の土地を 売
却し た土地所有者に対し て補助する 制度

対象者

自己の所有する 市街化区域の土地を 次の①～③のいずれかに該当する 第３ 者に
対し て、 売却する 方
① 戸建て住宅を 建築する 者
② 賃貸共同住宅等を 建築する 者
③ 住宅分譲地を 整備する 者

売却期間 H2 5 .4 .1 ～～H2 8 .1 2 .3 1 （ 時限措置）

補助金額 長 期譲渡所得金額の３ ％（ 上限1 0 0 万円）

【 令和４ 年度実績】
補助対象者: 1 2 件、 補助額: 5 ,3 5 1 千円

加西市賃貸共同住宅等
建設促進補助事業（ H25年度～）

概 要 市街化区域に建設さ れたアパート の固定資産税・ 都市計画税相当額を 補助する 制度

対象者
新たに市内で賃貸共同住宅を 建設し 、 その所有者と なる 法人又は個人
※H2 8 年1 月ま でに完成する アパート （ 単身者向けアパート はH2 9 .1 ま で）

補助金額
・ 単身者向けアパート : 1 0 年間補助
・ 単身者向け以外のアパーと : ５ 年間補助 26

【 実績（ ３ 年間） 】
・ 補助対象者: 2 3 件
・ 補助額: 9 ,1 9 4 千円

0 ４ 外国人住民への対応

●増加する 外国人住民への支援
→労働、 生活面において必須と なる 日本

語力向上への支援等

今後の課題

0 1 若者世代の雇用の場の確保

●製造業等市内企業の認知度向上を 目指し
たPR への支援

●起業チャ レ ンジへの支援

27

0 3 産後ケア施設の充実

●産後ケアの認知拡大
●よ り 手軽に、 幅広い人が利用でき る よ う

なサービ ス の提供
（ 育児負担の軽減）

0 2 更なる 分譲地の整備

●市街化区域内にて分譲地が不足
→住宅供給量が不十分、 低未利用地の増加

●子育て世代の転入促進、 転出抑制に向け
ては新たな分譲地の整備が必要不可欠
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( １ )  複数学年複数担任制について 
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“複数学年複数担任制”のここが知りたい！ 

Ｑ 個別懇談は、だれがするのですか。 

Ａ 個別懇談は、保護者の指名によって対応する先生特に希望する先生がいない場合

は、こちらで決めていきます。多方面から見たお子さんの様子を知るため、面談希

望の先生を変えられることをお勧めします。 

Ｑ 何かあった時の責任の所在が分かりにくくなるのではないですか。 

Ａ 支援が必要なお子さんは、年度当初に担当を決めておき、４月の懇談会でお知ら

せします。また、予測できなかった事案については、発見・察知した先生が責任

を持って対応し、場合によって対応に適した先生が支援に加わります。 

Ｑ 子どものことで相談したい時は、どの先生に連絡すればよいのでしょうか。 

Ａ 高学年担任の誰にでも相談してください。誰に言って良いかわからない場合は、

「〇年〇組のホームルーム担当の先生をお願いします」と伝えてください。 

Ｑ ホームルーム担任は、どのようなタイミングで交代するのですか。 

Ａ 児童と先生の関係が固定化しないよう、およそ１カ月で交代します。しかし、い

じめや不登校など児童の実態によっては、一定期間を気にせず交代することもあ

ります。また、学校行事や学習指導による交代もあり、タイミングは様々です。 

Ｑ このシステムで、先生はどのように変わりますか。 

Ａ. これまで以上に、子どもを認め（良き行動も失敗も）、子どもに判断させる時間を

与えられる先生になる必要があります。まずは、子どもに考えさせ、先生の思い

と違っても認め、アドバイスを与えられる先生が目指す姿です。 

Ｑ これまで通り、丁寧に見てもらえるのですか。 

Ａ. 教育には、丁寧に見なければならない時と一歩だけ離れて見守る時が必要です。

支援が必要と感じた時には、複数で対応します。また、我が子に支援が必要と感

じられたら、遠慮なく学校にお伝えください。複数で対応いたします。 

Ｑ 成果や課題は、どのように図るのですか。 

Ａ 兵庫教育大学から３名の先生にお世話になって、検証いただいております。また、

適応度を測る質問紙調査『アセス』や年 2 回の学校評価アンケートをもとにして、

成果と課題を明らかにしていきます。 

  丹波市立中央小学校 

 〒669-3601  兵庫県丹波市氷上町成松 186-1 

   TEL 0795-82-1033  FAX 0795-82-1508 

   URL http://www.tamba.ed.jp/site/chuuou/ 

これまで 100 年以上続いた学級担

任制を廃止し、４年生以上の学年は、

教科担任制と複数担任制をあわせ持つ

新しい担任システムを導入しました。 

これにより、未来に生きる子どもた

ちにとって最適な教育を実現していき

ます。 

 
授業の方法・質 

 
多様化する支援 

 
自律する力 

 
先生の働き方 

 

丹波市立 

中央小学校 
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自分で行動する力と子どもとの距離の関係図 

５人の先生が、４つの学級をサポートします！ 

2020 年度に高学年担任が支援した数（短時間支援は含まない） 

支援０ 支援１ 支援２ 支援３ 支援４ 支援５

６年生(36人) 18人(50.0%) 6人(16.7%) 5人(13.9%) 3人(8.3%) 2人(5.6%) 2人(5.6%)

５年生(38人) 14人(36.8%) 8人(21.1%) 9人(23.7%) 5人(13.2%) 2人(5.3%) 0人(0%)

４年生(43人) 21人(48.8%) 11人(25.6%) 8人(18.6%) 2人(4.7%) 1人(2.3%) 0人(0%)

○固定した学級担任がいないため、子ども達で考

える場面が増えます。それが、学校生活をつく

る当事者意識につながります。 

〇どの先生にも相談できるとともに、相談する先

生を自分で選ぶことができます。 

01 

37.6%

34.8%

54.7%

54.8%

7.7%

8.7%1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１１月

７月

「自分で考えて行動している」（４.５.６学年）

22.5%

19.3%

50.2%

44.4%

23.5%

32.4%

3.8%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１１月

７月

「家庭で自分からやろうとすることが増えてきた」（保護者）

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

複数学年複数担任制 ４つの魅力 

教科担任制＋複数担任制 

 ６年１組 

 ６年２組 

 ５年２組 

 ５年１組 

〇５人全員が担任であり、子ども達を５人の目で

見守り、支援します。 

〇子どもの状況、支援の内容によって、適任の 

先生が支援にあたり、最大５人の先生で支援する

ことが可能です。 

〇ホームルーム担任は、子どもの実態に応じて代

えていきます。 

02 

○5 人の先生が相談して指導・支援にあたるので、

先生の安心感につながります。 

〇先生の特技・特性を活かせるので、やらされ感

はなく、教材準備も焦点化されるため、勤務時

間は短縮します。 

〇「私の学級」という意識がなくなることで、出

張に出やすく、年次休暇も取得しやすくなりま

す。 

04 
５,６年生担当教員の分担教科 

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 

自律するにしたがって支援者は少なくなる 

複数学年担任制による支援のイメージ図 

03 
○先生の得意な教科、指導したい教科など自信と

意欲に応じて担当教科を決めるので、「わかる授

業」「楽しい授業」が増えます。 

○担当する教科が絞れることで、授業準備が短時

間になり、より深い教材研究が可能となります。 

○２学年の教科を縦持ちすることにより、系統性

を重視した専門性の高い授業が実現できます。 
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( ２ )  丹波市の教育資源を活用し た教育について 

（ 丹波竜化石工房「 ちーたんの館」）  
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